比較言語研究に向けた聴覚的評価法の標準化 by 藤原 百合
          
比較言語研究に向けた聴覚的評価法の標準化 
 
藤原百合 ＊  、中村哲也 
聖隷クリストファー大学 リハビリテーション学部  言語聴覚学科  
 
 はじめに：口蓋裂言語の聴覚的評価法の標準化が 1980 年代からヨーロッパを中心に
進んできた。英国では多施設臨床評価として GOS.SP.ASS’98 がセルらによって作成さ
れた。ユーロ・クレフト・プロジェクトでは共通の評価基準を設定し多言語間で多施設
協同研究が行われるなど、国際的に評価法標準化の必要性が認識されている。 
日本口蓋裂学会のジャパン・クレフト委員会は 2009 年に発足し、口蓋裂治療結果を
評価する方法について検討を進めている。先天的疾患である口蓋裂の手術目的は正常な
ことばの獲得であり、患者のことばを正しく聴覚判定して、信頼できる手術結果を報告
する責任を ST が負っている。現状では言語評価方法が標準化されておらず、評価サン
プル、データの収集や分析方法などが治療施設によって不統一である（藤原,2006）。こ
れでは国内の施設間で治療成績を比較することが困難であり、ましてや国際的な意見交
換も不可能である。国際的な流れの中で、標準的な評価方法を作成することは緊急の課
題である。 
目的：口蓋裂言語評価の標準化について日本の言語聴覚士や研究者の注意を喚起し、
国際的アプローチに適合する標準的評価法を提案することである。また英国やアイルラ
ンド、そして米国における実施経験から学び、評価の信頼性・妥当性向上のためのトレー
ニング方法を開発することである。 
概要：1) 口蓋裂言語臨床に携わっている国内の 29 名の言語聴覚士でメーリングリ
ストを立ち上げ、英国で開発された口唇裂・口蓋裂児の言語成績評価法で、施設内監査
（内部監査）および施設間監査（外部監査）をする上において非常に有用であり、妥当
性、信頼性も高く利用しやすいとされている CAPS-A(Cleft Audit Protocol for Speech 
Augmented)をはじめとする海外の動向について、文献抄読と意見交換を行った。また、
標準的な評価方法の必要性を喚起するためのセミナーを企画し、準備・運営を行った。 
2) 2015 年 1 月 31 日、2 月 1 日に東京大学において日本口蓋裂学会 Japancleft 委員
会主催「口蓋裂言語評価セミナー」を実施した。講師として CAPS-A の作成に中心的な
役割を果たした Debbie Sell（英国 Great Ormond Street Hospital 上級研究員）、およ
び CAPS-Aの運用信頼性向上を目的としたトレーニング法を開発した Triona Sweeney（ア
イルランド Temple Street Children ’s University Hospital 臨床専門言語聴覚士）を招
いた。参加者数は、言語聴覚士 67 名、歯科医師 57 名、医師 10 名の計 134 名であった。
終了時に実施したアンケート調査では「口蓋裂言語の標準的評価方法の必要性につい
て」は、全員が「必要である」とした。必要な理由としては、「多施設で統一した言語
評価を行い情報の共有を図ることでエビデンスが出しやすく治療の向上につながる。サ
ンプル文や記録方法の統一も重要である。CAPS-A の重症度の色分けは良いアイデアで
患者さんにも分かりやすい。」等々の意見があった。 
今後の活動：セミナーの概要および成果については、日本口蓋裂学会雑誌に掲載予定
である。メーリングリストのメンバーが中心となり、Sell や Sweeney の協力も得て、
国際的アプローチに適合する標準的評価法を日本口蓋裂学会に提案していく。また具体
的なトレーニング方法についても検討し具体化していく。 
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